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2022年6月1日(土)「鳥川ホタルまつりオープニングイベント」が行われました。新型コロナウイルスの
影響で2年連続で中止となり、今年は3年ぶりの実施となりました。
イベントには会場が満員になるほどの多くの方が来場しました。中でもメインイベントであるホタルの

夕べライブには、ハンマーダルシマー奏者・平野明子さんが登場。平野さんの演奏はイベント一番の盛り
上がり。美しい景色と音楽が奏でるハーモニーに来場されたみなさんの心を惹きつけていました。
（平野明子さん：豊橋市在住で関西屈指のプロ演奏＆作曲家の稲岡大介氏にハンマーダルシマーを師事。
日本の叙情曲、ポップス、オリジナル曲などの演奏を通してハンマーダルシマーの伝導活動中）
演奏終了後は、ホタル保存会アドバイザーである竹内さんのホタルクイズも大人から子どもまで盛り上

がりました。また、ホタルシーズンに併せて地元ホタル保存会の方々が「売店」やホタルの鑑賞スポット
を案内している「ホタル案内所」も設置。地元鳥川でとれたお米を使った五平餅が大変人気でした。
オープニングイベント終了後はいよいよホタルの鑑賞スポットへ移動します。この日は天気も良く鳥川

町全体で277匹のホタルを鑑賞することができました。3年ぶりのイベント、そしてホタルの幻想的な舞に
参加された方のとても楽しそうな姿が印象的でした。

ハンマーダルシマー平野氏による演奏の様子

３年ぶり「鳥川ホタルまつり」が開催されました!

子どもたちも演奏に参加して会場は大盛り上がり

美しい景色と音楽が奏でる絶妙なハーモニー 鳥川ホタル保存会による「ホタル案内所」と「売店」

岡崎市ホタル学校からの お知らせ
2022年11月から2月まで開館時間が変更になります。

開館時間：11月1日～2月末日まで 午前9時～午後4時

NEW



ホタル学校に関する最新情報はホームページへ！ https://okazakanko.jp/mizutomidori/hotarunosato

「ホタル保護活動勉強会」

2022年10月1日（土）「鳥川ホタルの里
の山歩きイベント」が開催されました。里
山歩きを通じてホタルを育む自然に親しむ
ことを目的に、毎年秋に開催されている恒
例行事です。開会式ではホタル保存会の片
岡会長や来賓の方々による挨拶の後、ホタ
ル保存会アドバイザーの竹内さんによる先
導で準備体操を行いました。登山道は地元
鳥川ホタル保存会や有志のボランティアの
方々によって整備されています。ここ鳥川
町は”ホタルの生息地”として有名ですが、
山歩きにも多くの方が市内外から訪れます。

ホタルは川で育ちますが、その川の水は
山からきます。ホタルの生息できる環境を
守っていくためには、川はもちろん、山の
手入れも必要になります。山を歩くことで
里山を守り、育てていくためには何が必要
か、また何をすべきかを参加者の方は自然
から感じることができました。

「鳥川ホタルの里山歩きイベント」が行われました

2022年10月1日(土) 「鳥川ホタルの里の山歩きイ
ベント」の開会式にて、「鳥川ホタルまつりフォト
コンテスト」の表彰式を行いました。多数の応募の
中から入賞された方々に対して、賞状やトロフィー、
鳥川ホタルの米などが授与されました。入賞作品は
ホタル学校に展示してあります。

今年も「アサギマダラ」が飛来

日本から台湾、
中 国 な ど 約
2,000km以上もの
移動が確認され
ているアサギマ
ダラ。鳥川では
例年10月初旬か
らやってきます。

「鳥川ホタルまつりフォトコンテスト」

2022年10月22日(土)ゲンジボタルの幼虫の洗い出
しと水槽の清掃を行いました。今年は約330匹の
幼虫を確認。3月下旬には放流式を行います。

４コースに分れて山歩きを実施 天候にも恵まれました

1匹ずつ手作業で幼虫を砂利の中から探す様子

特選（議長賞）
アジサイ

特選（教育長賞）
ホタルの里 鳥川

推薦（市長賞）
蛍と暮らす”わがふるさと” 表彰式の様子

旅する蝶「アサギマダラ」


